
● 点　鐘	 	

　　　	　　　直前々会長　中田專太郎

● ロータリーソング　　　　　　　　　　	奉仕の理想

● ビジター・ゲストの紹介  　  幹　事　　堀口　裕之

　　　　国際ロータリー第 2630 地区
　　　　濃飛グループガバナー補佐　	清水　幸平　様

● 会長の時間　　　　　　　　	副会長　　大原　　誠

　坂之上会長が本日欠席のため “ 会長の時
間 ” を代わって務めさせていただきます。
　今朝、例会での会長代理の旨連絡があり、
何も準備をしておりませんが、先週 7 月 5・
6 日の 2 日間、ひだしんのアクワイアリング
業務、いわゆるカード加盟店契約の提携先である琉球銀行へ
業務視察に行ってきましたので、その時のお話をいたします。
　琉球銀行は沖縄という観光主体のマーケットにおいて、
キャッシュレスの推進を始め、様々な先進的取り組みを行っ
ており、その情況を視察してきました。5 日、同行本店での
業務視察を終え、宿泊先は同行がコテージを所有し、名護市
にあるカヌュチャベイホテル。部屋からは辺野古の埋め立
て工事が見えました。ホテルへ行く途中の道路沿いに、いわ
ゆる辺野古移設反対派のバラック小屋が約百メートルに亘
り建っていましたが、時間は夕方 5 時過ぎで人は誰一人いま
せん。同行の話によると朝 10 時頃にどこからか人が集まり、
沿道の小屋に滞在し、夕方には一斉にいなくなり、雨降りだ
と集まらない。またその中に地元の人はほとんど居らず、本
土から集まって来ているらしく、基地移設反対が県民レベル

で広がってはいないとのこと。
　翌日は同ホテル隣接のゴルフ場でプレーの後、7 月 4 日の
アメリカ独立記念日に合わせて、各米軍基地を一部市民開放
し、コンサートや各種バザー等、一般的なフェス・イベント
が開催されており、その一つ海兵隊基地のキャンプ・フォス
ターに案内されました。基地内の駐車場に入るまでに 2 回の
検問と会場内に入る際にも検問があり、その都度自動車免許
証の提示を求められました。
　キャンプ・フォスターのある北谷町は総面積の 53％がそ
の米軍基地で、町民 28,000 人に対し基地内軍人と家族は約 1
万人にのぼり、外国人居住者比率が全国 1 の町です。キャン
プ・フォスターの一部が 2015 年に返還され、そこには琉球
大学医学部と附属病院の建設が予定されているなど、沖縄の
米軍基地は徐々に返還されつつあるとのことで、政府も基地
返還に向け動いていることや、米軍基地の諸問題が報道され
ている一方で、共存関係にある現状を目の当たりにし、一般
のマスコミ報道だけでは実際の状況は分からないということ
を改めて認識・理解した 2 日間でした。
以上、会長代理の時間の挨拶とします。

●  幹事報告 　  　　　　 　幹　事　　堀口　裕之

　 国際ロータリー第２６３０地区直前ガバ
　 ナー事務所より
　　・2018 － 19 年度ガバナー事務所閉鎖の
　　　お知らせ
　　
　 国際ロータリー第 2630 地区ガバナー事務所より
　　・ガバナー事務所開設のご案内
　　・地区大会事務所開設のご案内
　　・クールビズ実施のご案内とお願い　
　　　　期間 6 月 1 日～ 9 月 30 日の期間
　　・地区世界者Ｋ氏奉仕補助金申請のご案内
　　・第１８回ロータリー全国囲碁大会のご案内

会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率

本日
1215 回 56 名 55 名 39 名 70.91％

前々回
1213 回 56 名 55 名 43 名 6 名 89.09％

出席報告
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◦例会にふさわしい服装の徹底
活動計画
◦例会場の準備・設営は当委員会メンバーを 2 グループの当
　番制による。
◦例会場の準備・設営は、当番グループ全員が 11 時 50 分ま
　でに集合し、12 時までに完了する。
◦例会場の準備・設営終了後、受付にてビジターをお迎えし、
　席までご案内する。
◦ガバナー、ガバナー補佐来訪時は、役員とともにお迎えし、
　例会終了後お見送りをする。
＊ガバナー公式訪問日　２０１９年１０月７日（月）　
＊ガバナー補佐訪問日　第１回目　　７月８日（月）
　　　　　　　　　　　第２回目　８月２６日（月）
　　　　　　　　　　　第３回目　１０月７日（月）
　　　　　　　　　　　第４回目　６月１５日（月）
◦移動例会時の例会場の準備◦設営の際は、例会担当委員会
　の要請に応じて協力する。
◦会員相互のコミュニケーションと親睦が図るため、月次で
　座席を変更する。
◦必要に応じ、備品整備や修繕を行う。

会場監督当番表
Ａグループ グループ当番長 担当月
中田　学
和田　良博
道下　利一
熊﨑　元康
下畑　旬平

中田　学  7月
中田　学  9月
和田　良博 11月
道下　利一  1月
熊﨑　元康 ３月
下畑　旬平 ５月

Ｂグループ グループ当番長 担当月
渡辺　修治
久々野国良
内田　茂
岩本　正樹
直井　泰司

渡辺　修治 8月
久々野国良 10月
内田　茂 12月
直井　泰司 ２月
岩本　正樹 ４月
渡辺　修治 ５月

●  職業奉仕委員会　　　　　　　　　委員長　永井　信次

　職業奉仕委員会の委員長を仰せつかった
永井です。副委員長に島良明氏、委員に中
田一男氏、久々野国良氏、仲谷政美氏、渡
辺修治氏というメンバーで取り組みます。
　職業奉仕は、ロータリーの真髄というか、
元来の真髄であり、当たり前のことですが、色々な奉仕活動
も、先ずは職業奉仕という土台があって初めて繋がっていく
ものであると思います。
　今回の取組みは、職業奉仕の重要性を再認識するという意
味もあり、中央ロータリー発足時の「職業奉仕がロータリー」

　　　日時：10 月 5 日（土）10：00 ～ 16：00
　　　会場：東京・市ヶ谷　日本棋院本院 1 階対局室
　　　参加賞：7,000 円

　 国際ロータリー第 2630 地区ガバナーエレクト事務所より
　　・事務所開設のご案内

　◀高山市都市提携委員会より▶

　　・2019 セイジ・オザワ松本フェスティバルクリーンコ
ンサートのご案内

　　　日時：８月２３日（金）１８：３０～
会場：高山市民文化会館小ホール

　　◀会報▶

　　・美濃加茂ＲＣ

ガバナー補佐　	清水　幸平　様

　皆さんこんにちは、本日は高山中央 RC へ
の第一回目のガバナー補佐訪問として例会
に出席させていただきました。どうか宜し
くお願いいたします。
　ガバナー補佐はガバナーエレクトにより
任命され、指定されたクラブの運営に関してガバナーを補佐
する責務を担っています。私は濃飛グループの担当です。担
当の６クラブを定期的に訪問して、クラブの活動につき協議
することやガバナーの公式訪問の企画調整、ＩＭの開催など
が私に与えられた任務です。
　本日の訪問の重要な任務は、2019-2020 年度マローニＲＩ
会長のテーマ及びロータリーのビジョン声明の確認。国際
ロータリー第 2630 地区辻ガバナーのテーマ「総天然色」の
理解にあると思います。詳しくは高山中央ロータリークラブ
の ｢クラブ活動計画書｣ をじっくりお読みください。必ずや
理解することができると思います。
　新しい会長、幹事さんのもと、全会員参加で素晴らしい年
度になることを祈念しあいさつとさせていただきます。今年
度一年間どうかよろしくお願いいたします。

クラブアッセンブリー
●  会場監督　　　　　　　　　　　　　委員長　中田　学

副委員長：道下利一　　
委 　 員：渡辺修治　　和田良博　
　　　　　久々野国良　内田　茂　
　　　　　岩本正樹　　熊崎元康
　　　　　直井泰司　　下畑旬平
基本方針
◦クラブ例会が支障なく、円滑に開催できるよう会場準備と
　監督にあたる
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育成の一助になればと願っております。当日は奉仕プロジェ
クト部門４委員会の協力はもとより、全メンバーの協力をお
願いいたします。

●  ロータリー財団委員会　　  　　　委員長　下田　徳彦

副委員長：古橋ひと実　　
委 　 員：三枝祥一　　高原武夫
基本方針：１．ロータリー財団の意義・目的・活動を知る
　　　　　２．地域イベントに合わせポリオ撲滅募金活動を
　　　　　　　実施する
目標：①ロータリー財団年次寄付　　一人　100 ドル以上
　　　②ポリオ・プラス寄付金　クラブで 1,000 ドル
　活動計画としては、ロータリー財団月間である 11 月に講
師例会を企画しております。今週末にはロータリー財団の研
修セミナーがありますので、そこで学んだことを担当例会で
お伝え出来たらと考えております。
　またポリオ撲滅募金活動を雫宮祭にあわせて実施する予定
です。雫宮祭会場である陣屋前広場にロータリーブースを
設営し、募金活動を実施したいと考えており、市内３ロータ
リー会員はもとより、インターアクト、米山奨学生、ロータ
リー関係者も一緒になって、皆で協力しあって、楽しみなが
ら実施できたらと企画中です。募金寄付していただいた方に
はロータリーの名入れ風船を配布し、公共イメージのアップ
にもつなげたいと考えております。その時は、皆様のご協力
よろしくお願いいたします。

●  会報委員会　　  　　　　　　　　委員長　今井　俊治

　今年度は、会報委員会を担当させていた
だきます。副委員長に和田良博さん、委員
に岩垣津亘さん、田中雅昭さん前越路子さ
ん、内田茂さんと井ノ下雄志さんで活動し
ていきます。
　基本方針としては休会中や欠席の会員に例会参加を促すと
ともに、参加した会員へも例会中に伝えきれなかった会長や
講師の方々の伝えたい情報の手助けとなるべく会報誌の作成
を促進していきたいと思います。
　会報は原則として A4 版 2 頁とし、委員が例会ごとに交代
で作成を担当いていきますが、今年も基本的にはクラブの
ホームページから参照していただくものとし、希望される会
員の方には印刷してお渡しする予定です。いつの日か印刷が
必要なくなる日を望んでいます。
　会員の皆様には原稿の作成や写真撮影をお願いすることが
あるかと思いますがその節はご協力をよろしくお願いいたし
ます。至らぬ点も多々あるかと思いますが一年間、皆様のご
支援ご協力をよろしくお願いいたします。
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という意識が強いチャーターメンバーの後継者にスポットを
当てて、どのように受け継がれているのか、いないのか、又、
ロータリーをどのように受け止めているのかをお話し頂く予
定です。その結果、あるいは、効果として会員増強のサポー
トに繋がれば幸いです。

●  青少年奉仕委員会　　　　　　　統括理事　大保木正博

　基本方針：この地域の青少年が将来この
地域を愛し支える人財と　なるよう、イン
ターアクト研究委員会・青少年奉仕
委員会の活動を総括・サポートする。

●  インターアクト研究委員会　　　　委員長　熊﨑　元康

　本年度、インターアクト研究委員会は、
統括理事に大保木さん、副委員長に周さん、
委員に伊藤さん、谷口さん、大原さん、そ
して委員長熊﨑の 6 名で活動させて頂きま
す。昨年度の青少年交換研究委員会に続き、
①クラブ単独でのインターアクトクラブ設立の可能性をさら
に大きくするための手法を研究する。②青少年育成の一助と
なる活動への参加を、基本方針として活動致します。
　活動計画としては、例年通り益田清風高校インターアクト
クラブの共同スポンサーとして下呂ロータリークラブへの
協力と、今後中央クラブが単独でのインターアクトクラブ設
立を考えるときの、問題点をさらに明確にすることを、主眼
に例会を企画したいと考えています。　予算としては、例会
5,000 円、下呂ロータリークラブとの共同スポンサーとして、
180,000 円の合計 185,000 円を計上致します。以上よろしくお
願いします。

●  奉仕プロジェクト委員会　　  　　委員長　下田　徳彦

　奉仕プロジェクトの４委員会（社会奉仕
委員会・国際奉仕委員会・ロータリー財団
委員会・米山記念奨学委員会）と連携し地
域社会の発展に寄与するとともに、ロータ
リーの公共イメージと認知度の向上に努め
る事を基本方針とします。
　活動計画としては、地区補助金を活用し 8 月 3 日（土）に
夏休み親子体験教室を開催します。内容は「文化遺産の技法
を体験」と題して、祭屋台の代表的技法である「木工」「彫
刻」「彩色」の３部門の技法が体験できる親子体験学習会です。
高山市内小学校の高学年（５～６年）を対象とし、午前の部
と午後の部でそれぞれ 25 組（合計 50 組）の募集を行い、高
山工業高校の生徒と「高山祭屋台保存技術協同組合」の職人
さんに協力していただき、「からくり箱」を製作します。飛
騨の伝統の技を知ってもらうとともに、将来の「飛騨の匠」



第1215回  R1.7.8

◀ニコニコＢＯＸ▶　

第 1 回目のガバナー補佐訪問にお伺いしました。本
日はよろしくお願い致します。　

濃飛グループガバナー補佐　清水　幸平　様

今頃恐縮ですが、前期会長高原さん・幹事岩本さん、
一年間お疲れ様でした。また、今年度会長坂之上さん・
幹事堀口さん、一年間よろしくお願いします。　

大保木正博

土曜日、朝起きたら目まいがして嘔吐あり。こりゃ
もうダメだと思い、息子に聞きましたら BPPV との
診断。結婚式の主賓の挨拶を妻に代わってもらおう
と思いましたが、某耳鼻科に行き注射と投薬にて回
復、無事お役目を全う出来ましたのでニコニコへ。

　高木　純

遅れてきたうえに早退させて頂きます。すいません。
西倉　良介

本日、早退します。よろしくお願い致します。　
高橋　厚生

●  高山中央未来委員会　　　　　　　委員長　山本　辰男

　基本方針は、クラブの未来を考え、中長
期戦略計画を検討する。今まで検討してき
たグローバル補助金については財団委員会
に具体案はゆだねる。C ＬＰを用いクラブ
の活性化を促す。2019 年規定審議会決定内
容による当クラブの細則の反映を検討する。（出席、メイ
キャップ等）以上の基本方針について委員会を数回開催し会
長に提言をする。又、一番身近に感じた近々の歴代会長数名
に、クラブに対し将来の想いを語っていただき参考にする。


